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1. 会議の開催 

① 評議員会２回、理事会２回を実施した。 

 

2. 機関誌の発行 

① 年齢および習熟度に合わせた『不二一般版』・『不二中高版』・『不二小学上級版』・

『不二小学初級版』・『ペんの力』を毎月発行、研究誌『書学』を継続発行した。 

 

② 『不二』各誌の更なる充実を図り、伝統書道の継承、発展に貢献した。 

《令和６年度各誌発行部数》 

『不二一般版』       ７４，４７０部 

『不二中高版』      ５３，６２０部 

『不二小学上級版』   ８６，６００部 

『不二小学初級版』    ５５，２５０部 

『ペんの力』         ３８，７８０部 

『書学』            １，６５０部   

年間発行部数       ３１０，３７０部 

 

③ 新たな手本執筆者を育成すべく、一般版とぺんの力においては、毎月、月例審査員

より提出される手本作品を審査の上、手本として採用。初級版・上級版・中高版に

おいては、新規手本執筆者の採用を行った。 

 

④ 令和 6年度課題作成に先立ち、月例審査員にアンケートを実施。版ごとに意見を集

約し、不二誌各版の内容に反映した。 

 

⑤ 用紙代、印刷費、送料等の高騰により、会員の負担増となる会費の値上げを回避す

べく、以下を実施した。 

1. 各誌の総ページ数の見直し、編集過程の効率化（社内ＤＴＰ化・ＤＴＰ作

業発注先の見直し、印刷所の見直し等）、適正印刷部数の算出（毎月の余

剰印刷の減少）を行い、不二誌制作費の削減に取り組んだ。 

2. 会誌の追加注文の送料については、会員各位への負担をお願いした。 

3. 初級版・上級版・中高版の会員を対象とし、段級や展覧会スケジュール等

の管理の為に役立つ「２０２５年度 不二書道手帳」を、ホームページか

らのダウンロード形式で発行し、４月号付録として会員各位に贈呈した。

ダウンロード形式にすることにより、会員の利便性の向上と、印刷費およ

び送料の削減を図った。 
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3. 月例競書審査会の実施 

① 令和６年度も引き続き、会員の段級認定を行うため、毎月 1回実施した。 

 

② 審査会は、金曜日（初級版）、土曜日（上級版・中高版）、日曜日（一般版・ぺんの

力）の３日間で、会場を東京都千代田区にある書道学会本部とし、実施した。 

 

③ 公正な段位および級位認定を行う審査実施のため、引き続き各地の優秀教場・教室

長を地方審査員として迎え全国的な連帯を図った。 

 

④ 会員より出品された優秀作品を誌上および本会ホームページにおいて発表した。 
最優秀作品に関しては、引き続き、書道作品は本部ビル１階ショーウィンドウに、

硬筆作品は入口通路のショーケースに展示をし、会員の意欲向上を図った。 
 

⑤ 延着作品に対する取り決め 

郵便の土曜配達・翌日配達の廃止などの影響により、出品締切日に間に合わない作

品が増加。それにより、作品仕分け業務、審査会業務に負担が生じたことから、競

書の締切を厳格化、延着作品については審査対象外とし、電話・ハガキで注意喚起

を行った。その上で、審査を希望する会員に対しては、延着審査料を請求し、審査

を行った。 

 

4. 会友試験の実施 

① 『不二一般版』第６８回会友試験を令和６年１１月に実施した。 

・合格者累計数                ７５３名 

 

② 『ぺんの力』第５７回会友試験を令和６年１１月に実施した。 

・合格者累計数                ２１９名 

 

5. 会員登録の実施 

① 『不二初級版』においても同様に会員登録（バーコード出品券申し込み）を実施し、

全ての会員に対し、厳正な段級認定、管理を行った。また、コンピュータによる段

級管理を継続実施し、インターネットによる段級位の発表を引き続き行った。 

インターネットでの段級位発表の表示方法については、不二誌上の成績発表表示

に合わせ、さらに最新保有段級の表示を追加するなど、より分かりやすくするため

の機能改修を行い、国内・海外の会員等に対し学習のサポート体制の強化を図った。 
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6. 表彰・段級認定の実施 

① 令和６年度優秀教場・教室長表彰式を、令和７年４月３日（木）如水会館に於いて

開催し、表彰状を授与した。 

  令和６年度の表彰対象者は教場長３２名、教室長２１９名の併せて２５１名。内、

新規優秀教場長１名および、新規優秀教室長８名の計９名には表彰状に加えて、標

札を発行し贈呈した。 

 

② 各教場・教室長推薦の下、優秀教室会員表彰を行った。表彰者は学生、一般の計  

１８６名。その他、段級証明書８６０通、段級認定書４９通を発行した。 

 

7. 検定試験の実施 

 

① 第６４回全国書道検定試験 

 《師範試験》 令和６年５月２３日（木） 

 《司教・助教》自宅試験（春）令和６年５月１８日（土）～６月３日（月） 

 《司教・助教》 自宅試験（秋）令和６年１０月１２日（土）～１０月２８日（月） 

 師範合格者               １名 

 司教合格者          ８名 

 助教合格者         １６名 

 合格者総数         ２５名 

 その他に書学院師範合格者       ６７名（書道） 

 これまでの師範取得者累計   １６，８９６名 

 

② 第４４回全国ペン硬筆検定試験 

 《師範試験》 令和６年５月２３日（木） 

 《司教・助教》自宅試験（春）令和６年５月１８日（土）～６月３日（月） 

 《司教・助教》自宅試験（秋）令和６年１０月１２日（土）～１０月２８日（月） 

 師範合格者               ０名 

 司教合格者               １名 

 助教合格者          ７名 

 合格者総数          ８名 

 その他に書学院師範合格者       １８名（ペン） 

 これまでの師範取得者累計    １，３６９名 
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③ 級位認定書道検定試験 

第９６回 令和６年５月１８日（土）～６月３日（月） 
第９７回 令和６年５月１８日（土）～６月３日（月） 

上級認定者               ６名 

中級認定者               ４名 

初級認定者               １名 

 

 

④ 級位認定ペン硬筆検定試験 

第８６回 令和６年５月１８日（土）～６月３日（月） 

第８７回 令和６年１０月１２日（土）～１０月２８日（月） 

        上級認定者               ５名 

中級認定者               ５名 

初級者認定               １名 
 

 

8. 文部科学省認定社会通信教育の実施 

① 通信教育にかかわる業務をデスクトップ上の桐システムから、クラウド上のセ

ールスフォースに移行。事務の効率化を図り、業務拠点を東京・神田から静岡・

伊東に移行した。 

 

② 文部科学省認定講座 

・「書道基礎科講座」「書道専攻科講座」「ペン習字基礎講座」 

「ペン習字教育講座」「篆刻入門講座」の５講座を継続開講した。 

 

③ 併設講座 

・「速習ペン字講座」「写経入門講座」の２講座を継続開講した。 

 

④ 学習方法 

通信講座の受講者には、一括して教材を配布し、提出された課題の清書作品は

講師の添削・講評を付して採点結果を返送。各講座の所定の課程を修了した者

には、文部科学省認定通信教育修了証を授与。 

 

⑤ 年間受講者数 

 書道基礎科講座  １６９名 

   書道専攻科講座   ３６名 

   ペン習字基礎講座 １９１名 

   ペン習字教育講座  ３３名 
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   篆刻入門講座    ８名 

   速習ペン字講座    ４名 

  写経入門講座   １１名 

  合計   ４５２名 

 

⑥ 受講修了者表彰 

・講座受講修了者の中で、成績優秀者を対象に文部科学大臣賞候補の選考を行い、 

４名の表彰が決定した。 

＊文部科学大臣賞受賞者 ４名 
 

⑦ 生涯学習インストラクター 

・生涯学習２級インストラクター１名を社会通信教育協会の人材バンクに登録。   

現在まで１級延べ２９９名、２級延べ６２９名。   

 

9. 指導者育成事業 

① 神田書学院を継続開講した。 

Ⅰ期受講生数 ４０６名 Ⅱ期受講生数 ３９０名 Ⅲ期受講生数 ３９７名 

    受講生合計 １，１９３名 
 

② 夏季講座・冬季講座の開講 

夏季講座を令和６年８月６日（火）より令和６年９月７日（土）まで実施した。

参加受講生は１８８名となった。 

冬季講座を令和６年１１月１２日（火）より令和７年２月２日（日）まで実施

した。参加受講生は８９名となった。 
 

③ 令和６年度書学院卒業式・謝恩会を令和７年４月２６日（土）如水会館に於い

て挙行した。 

卒業作品を展示する第４８回書作展を開催した。展示作品の中から優秀作品と

して書学院院長賞が５点選出され、卒業式に於いて表彰を行った。会場展示だ

けでなく、３６０度カメラを使ったＷｅｂ展も開催した。 

  ※第４８回 書作展 令和７年４月２５日（金）～４月２７日（日）の３日間 

   会場：神田書学院 

令和６年度卒業生８７名 うち師範取得者８５名 

 
④ プライベートレッスン 

多様化するニーズに合わせて、マンツーマンの完全プライベートレッスンを提

供した。 
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⑤ 講師の新規採用 

講師として、新たに４名の先生を迎えた。ご逝去された先生の特設科クラスの

受講生が学びの場を失わないよう新規講師への講座の引き継ぎを行った。また、

新規講師は、まず、各クラスの講師助手を経験の後に、独立して講座を担当す

ることとし、師範コースの講師陣の充実を図った。 

 

⑥ 特設科クラスの新設 

各期において特設科を新設し、特に師範科修了生に対して特設科受講の促進を

図った。 

 Ⅰ期 １講座新設 

 Ⅱ期 ２講座新設 

 Ⅲ期 ３講座新設 

 

⑦ ＳＮＳの活用 

インスタグラムに書学院の行事、日々の授業の様子などをアップし、広報の一

環として継続活用した。 

 

   ⑧ 体験入学の有料化 

     ２０２２年度より有料化した体験入学を引き続き継続。有料化することにより、

参加者は、入学意欲の高い方が増え、体験入学参加者の入学率は増加している。

体験入学に参加した期に限って、入学金に体験料を充当できることとし、入学希

望者の意志決定に繋げている。 

 

⑨ 受講管理システム「桐」から新システムへの移行 

会員に対するサービスの迅速化、情報管理の安全性の観点から、これまで書学院

で使用していた受講管理システム「桐」の情報を、会員管理、通信教育の会員管

理用として運用を始めている新システム「セールスフォース」にデータを統合し、

システムの移行を進めた。 

 

10. 公募展の開催 

(ア)第４６回全国公募千字文大会（共催 日本書道藝術専門学校） 

令和６年９月２１日から令和６年９月２３日の会期で日本書道藝術専門学校な

らびに東洋文化不二研修所にて展覧会を開催した。次回、第４７回より会場を神田

書学院に変更する。 

特別賞受賞作品をホームページならびに本会発行の「不二一般版」・「ぺんの力」・

「不二中高版」・「不二上級版」「不二初級版」に掲載し、作品を広くご鑑賞いただ

いくとともに、展覧会場を 360度観覧することができるＷＥＢ展を開催した。 
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① 会   場  日本書道藝術専門学校・東洋文化不二研修所 

② 会   期  令和６年９月２１日（土）～ ２３日（月） 

③ 表 彰 式  令和６年９月２２日（日） 

於日本書道藝術専門学校 

④ 褒   賞  文部科学大臣賞、静岡県知事賞、伊東市長賞他 

⑤ 総出品点数  ８，３５２点 

【毛筆の部】６，１１７点 

特別賞４５点 特選８９２点 優秀１，２１６点  

秀作２，１５１点 佳作１，８３３点 

【硬筆の部】２，４２１１点 

特別賞２５点 特選３０６点 優秀４４３点 秀作７７３点 佳作６４４点 

【篆刻の部】２４点 

特別賞０点 特選４点 優秀５点 秀作９点 佳作６点 

 

(イ)書初不二誌上展の実施 

① 審査会  令和 7年 1月１９日（日） 

② 特選作品および成績を『不二』３月号誌上、本会ホームページにて発表した。 

 

③ 出品点数  ４，５３０点 

 【小学初級の部】 １，２７７点 

特選 ２２０点 金賞 ２８９点 銀賞 ３４６点 銅賞 ３８２点 

 【小学上級の部】 １，５４５点 

特選 ２６８点 金賞 ３５０点 銀賞 ４６５点 銅賞 ４６２点 

 【中学・高校の部】   ７１０点 

特選 １３６点 金賞 １６３点 銀賞 ２１２点 銅賞 １９９点 

 【一般の部】   ８６２点 

特選 １５６点 金賞 ２０６点 銀賞 ２６３点 銅賞  ２３７点 

 【ぺんの部】   １３６点 

特選  ２８点 金賞  ３０点 銀賞  ４０点 銅賞  ３８点 

 

(ウ)第７４回書道學會展 

令和６年度は以下の通り開催した。 

① 会   場 第一会場／第二会場 東京都美術館 ２階 第２・３展示室 

② 会   期 令和７年 1月４日（土）～ １０日（金）※６日（月）は休館日 

③ 授 賞 式 令和７年１月５日（日） 於東京都美術館講堂 

④ 褒   賞 内閣総理大臣賞、文部科学大臣賞、中国大使賞、東京都知事賞 他 

⑤ 出品点数   ５７８点（公募＋役員） 

⑥ 入 場 者 数  ２，４１７人 
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⑦ 作品鑑賞会 令和７年１月９日（木）、午前と午後の２回開催し、１９名が参加

した。 

【第１会場】 

公 募 出 品 数 １８５点 

（第１部６５点・第２部９４点・第３部１７点・第４部２点・第５部７点） 

展示対象点数 ３７４点（公募１７４点＋役員出品２００点） 

【第２会場】 

公 募 出 品 数 １９３点 

（第１部５９点・第２部１０８点・第３部２２点・第４部４点） 

展示対象点数 １７８点 

 

本会発行の「不二一般版」・「書学」令和７年２月号に於いて役員、一般公募の優秀  

作品を特集した。ホームページでは、作品を紹介するとともに、展覧会場の様子を

360度観覧することができるＷＥＢ展を開催した。 

 

物価高に伴い印刷費等が高騰する中、出品料を維持し、出品者の負担を軽減すべく、

昨年に引き継き、無料で配布している展示目録のＤＴＰを内製化するとともに、ネ

ットプリントを利用し、製作費および印刷費の削減を行った。 
 

(エ)第７４回全日本学生書道展 

令和６年度は以下の通り開催した。 

① 会   場  東京都美術館 ２階 第４展示室 

② 会   期 令和７年 1月４日（土）～ １０日（金）※６日（月）は休館日 

③ 授 賞 式 令和７年１月５日（日） 於東京都美術館講堂 

④ 褒   賞  文部科学大臣賞、中国大使館賞、東京都教育委員会賞他 

⑤ 出 品 点 数  ２，８１６点 

            （内小学生１，４８６点＋中高生１，３３０点） 

⑥ 展 示 点 数  １，６７７点  

            （内小学生１,１０７点＋中高生５９７点） 

⑦ 入 場 者 数  ３，７４３人 

 

本会発行の「不二中高版」・「不二上級版」・「不二初級版」令和７年１月号に於いて

優秀作品を特集した。ホームページでは、作品を紹介するとともに、展覧会場の様

子を 360 度観覧することができるＷＥＢ展を開催した。 

また、特別賞作品の一部は、再表装の上、広島県立美術館で行った第３８回不二現

代書展にて特別展示を行った。 
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物価高に伴い印刷費等が高騰する中、出品料を維持し、出品者の負担を軽減すべく、

昨年に引き継き、無料で配布している展示目録のＤＴＰを内製化するとともに、ネ

ットプリントを利用し、製作費および印刷費の削減を行った。 
 

（オ）第３８回不二現代書展 

大阪市立美術館が大規模修繕工事のため、広島県立美術館にて初開催した。 

① 会   場  広島県立美術館 県民ギャラリー 

② 会   期  令和７年３月１８日（火）～ ２３日（日） 
③ 授 賞 式  令和７年３月２２日（土）  

於 広島県立美術館 講堂 

④ 褒   賞  文部科学大臣賞、広島県知事賞、広島市長賞他 

⑤ 出品点数  ３７２点 

・ 公募出品点数 ２４２点（第１部１５５点・第２部８７点） 

・ 役員出品点数 １３０点 

（本年度審査員６点・審査員７４点・無鑑査５０点） 

       ⑥ 展示点数  ３２６点 
・ 公募出品点数 ２３３点（第１部１４６点・第２部８７点） 

・ 役員出品点数 １３０点 

（本年度審査員６点・審査員７４点・無鑑査５０点） 

    ⑦ 入場者数  ９５５人 
⑧ 作品鑑賞会 令和７年３月２２日（土）に開催し、３４名が参加した。 

⑨ 特別展示  １月に開催した第７４回全日本学生書道展の特別賞受賞作品１４

点を再表装した上で、不二現代書展の展覧会場にて特別展示を行った。例年、

学生展は東京都美術館での展示のみだったが、広島県にて学生作品を展示した

ことにより、関西方面の会員の意欲向上に繋げた。 

 

「不二一般版」・「書学」、２０２５年４月号に於いて優秀作品と共に特集した。ホー

ムページでは、作品を紹介するとともに、展覧会場の様子を 360度観覧することが

できるＷＥＢ展を開催した。 

 

物価高に伴い印刷費等が高騰する中、出品料を維持し、出品者の負担を軽減すべく、 

昨年に引き継き、無料で配布している展示目録のＤＴＰを内製化するとともに、ネッ

トプリントを利用し、製作費および印刷費の削減を行った。 
 

11. 二百萬巻冩經推進事業 

① 写経塔・筆塚供養祭の開催 

令和６年１０月６日（日）東洋文化不二研修所に於いて開催した。 

② 令和７年３月３１日現在 納経巻数 １,５６０,９７８巻 
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12. 書道教育推進事業 

① 日本書道藝術専門学校校長の主導により推進されてきた「書道教育特区」は、

その教育成果、実績が認められ、平成２１年度より「書道科書道」の授業が全

国展開されるに至った。本会でも全国展開を受けて、引き続き静岡県内小学校

７校への講師の派遣支援を行った。 

 

13. 新和様・漢字造型書作家協会の活動 

① 会報４０号の発行 

第３６回色紙展の出品作１４０点を収録し、会員に配布した。 

 

② 第３６回 新和様・漢字造型書作家協会 色紙展 

     令和６年８月３０日（金）より９月１日（日）まで、神田書学院に於いて開催。 

     色紙作品１４０点を展示した。 

 

③ 第３０回 新和様・漢字造型書作家協会 選抜展 

  令和６年８月６日（火）より１２日（月）まで、東京芸術劇場に於いて開催。 

     新和様作品または漢字造型作品８８点を展示。 

     新和様・漢字造型書作家協会会員が日頃研究を行っている新和様書と漢字造型   

     書への研究成果を発表した。 

「書学」令和６年９月号において特集した。 

 

④ 新和様・漢字造型書作家協会 選抜展の会場である東京芸術劇場が改修工事に

入るため、令和７年度の選抜展の開催を中止し、新和様・漢字造型書作家協会

の活動および展覧会を休止とした。 

 

14. 第１５回「漢字造型」と「傳統の冩經」展 

① 会期 令和６年９月１７日（火）～２２日（日） 

② 会場 東京鳩居堂画廊 

③ 展 示 点 数  ３５点（ほか学会の写経資料を展示） 

 

15. 伊豆川奈東洋文化不二研修所 
① 令和４年度より場面を限定して供用を再開している。令和６年度も、第４６回全

国公募千字文大会の小学部特選作品の展示、供養祭などに利用した。 

 

16. 講習会・書道展の後援協力  

① 全国の書道展・講習会に後援協力した。本年度後援件数 ７件 

 


